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大
熊
町
の
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
は
11
月
3

日
、
会
津
若
松
市
の
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
、
一
日
も
早
い
古
里
の
復
興
を
願
い
ま
し

た
。
渡
辺
利
綱
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、
千
葉
幸
生
町

議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
町
表
彰
条
例
に

基
づ
く
表
彰
、
60
周
年
記
念
表
彰
、
感
謝
状
合
わ
せ

て
21
個
人
・
団
体
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。
村
田

文
雄
副
知
事
、
坂
本
剛
二
衆
院
議
員
、
吉
野
正
芳
衆

院
議
員
、
吉
田
泉
衆
院
議
員
、
菅
家
一
郎
衆
院
議
員
、

増
子
輝
彦
参
院
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
席
上
、
4
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
、
熊
川
稚
児
鹿
舞
が
披
露
さ
れ
、
節
目
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

大
熊
町
は
昭
和
29
年
11
月
1
日
、
大
野
村
と
熊
町

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
3
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
、
そ
の
後
の
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
拠
点
を
置
い
た
会
津
若
松

市
で
迎
え
た
60
周
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
席
者
は

町
民
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
と
町
の
再
生
を
あ
ら
た
め

て
誓
い
、
古
里
へ
の
変
わ
ら
ぬ
愛
情
を
確
か
め
合
っ

て
い
ま
し
た
。

町
長
式
辞

合
併
当
時
の
大
熊
町
は
、
第
一
次
産
業
が
中

心
の
町
で
人
口
は
減
少
傾
向
、
財
政
も
大
変
厳

し
い
状
況
で
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
の
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
に
伴
い
、

財
政
は
豊
か
に
な
り
、
人
口
が
年
々
増
加
、
年

少
人
口
の
割
合
も
県
内
一
の
多
さ
を
誇
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
東
日
本
大
震

災
と
原
子
力
発
電
所
事
故
が
環
境
を
一
変
さ
せ

ま
し
た
。

未
だ
に
全
町
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

依
然
と
し
て
生
活
再
建
の
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
事
故
も
収

束
し
て
お
ら
ず
、
町
へ
の
帰
還
も
ま
ま
な
り
ま

せ
ん
。
震
災
に
よ
っ
て
、
先
人
が
力
を
合
わ
せ

て
築
い
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
も
の
を
一
瞬
で
失

い
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
世
界
中
の
方
々
か
ら
温
か
い
励

ま
し
や
支
援
を
い
た
だ
き
、
震
災
が
な
け
れ
ば

あ
り
得
な
か
っ
た
出
会
い
や
、
知
る
こ
と
が
な

か
っ
た
人
の
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
避
難
拠
点
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
会
津
若
松
市
、
多
く
の
町
民
が
生
活
拠
点
を

置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
い
わ
き
市
に
対
し

ま
し
て
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

避
難
先
で
60
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
、

も
ど
か
し
い
思
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
一
年
一
年
が
正
念
場
と
の
覚
悟
で
、
一
日

た
り
と
も
無
駄
に
せ
ず
年
月
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
70
年
、
80
年
、
１
０
０
年

と
続
く
節
目
が
、
今
日
と
同
じ
く
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
笑
顔
で
祝
う
こ
と
が
で
き
る
日
に
な
る

よ
う
、
一
層
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大熊町制60周年祝う

▲式辞を述べる渡辺町長

▲節目に花を添えた熊川稚児鹿舞

会津若松で記念式典
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▲表彰状を受ける受賞者

(前列左から)根本友子さん、仲野剛さん、
武内敏英町教育長、鈴木茂副町長、渡辺
利綱町長、千葉幸生町議会議長、大川原
明さん、髙倉好文さん、志賀秀榮さん

（後列左から）吉田信雄さん、渡辺市雄
会津若松市熊野堂区長、石田忠文さん、
吉田俊夫さん、吉田稔町消防団長、林理
惠子さん、赤井光清さん、田中周助さん、
松本光清さん▼

大熊町60年、主な歩み
昭和29（1954）年
11月1日	 大熊町誕生（大野村・

熊町村の合併により町
制施行）

11月8日	 町議会発足

昭和35（1960）年
10月1日	 東電、長者原地区を原

子力発電所敷地として
選定

昭和40（1965）年
４月1日	 国道6号線全線開通
8月30日	 原発用地買収完了

昭和45（1970）年
9月14日	 第1回町民号実施（常

陸太田市）

昭和46（1971）年
3月26日	 東電福島第一原発の1

号炉運転開始

昭和48（1973）年
3月23日	 県営坂下ダム完成
4月 1日	 熊町・大野中が統合さ

れ町立大熊中となる

昭和50（1975）年
2月20日	 県原子力センター、環

境医学研究所落成

昭和52（1977）年
12月12日	役場新庁舎で業務開始

平成2（1990）年
3月24日	 第1回21世紀の翼実施

平成4（1992）年
5月11日	 大熊町文化センター落

成式

平成8（1996）年
12月6日	 図書館・民俗伝承館竣

工式

平成16（2004）年
11月3日	 町制施行50周年記念

式典

平成21（2009）年
3月24日	 ふれあいパークおおく

まオープン

平成23（2011）年
3月11日	 東日本大震災
	 福島第一原発事故
4月5日	 町役場会津若松出張所

を会津若松市役所追手
町第二庁舎に開設

4月22日	 町内全域、警戒区域に
設定

10月11日	いわき連絡事務所をい
わき市好間工業団地内
に開設

平成24（2012）年
10月1日	 中通り連絡事務所を二

本松市に開設
12月10日	避難区域再編（避難指

示解除準備区域・居住
制限区域・帰還困難区
域）

平成25（2013）年
4月1日	 現地連絡事務所を坂下

ダム施設管理事務所内
に開設
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　11月 3日に行われた大熊町制施行 60周年記念式典では、町発展への功績をたた
える表彰が行われ、条例に基づく表彰で 9人、60周年記念表彰で 8個人・団体、感
謝状贈呈で4個人・団体に表彰状を贈りました。（欠席により写真がない方がいます）

町表彰状例に基づく表彰

感　謝　状

永年勤続章
松本　一彦さん（48）
平成元年4月1日の町消防団入
団以来、25年の長きにわたり消
防活動に精励。現在、技術分団長
として団員の指導にあたり、分団
の団結と育成に尽力している。

永年勤続章
菅原　淳さん（47）
昭和63年1月1日の町消防団入
団以来、26年の長きにわたり消
防活動に精励。現在、分団長とし
て団員の指導にあたり、分団の団
結と育成に尽力している。

永年勤続章
長沼　克往さん（50）
昭和63年12月1日の町消防団
入団以来、25年の長きにわたり
消防活動に精励。分団の団結に尽
力している。

旧河東三小での学校再開工事中にお茶道具一式を寄贈。放置されていた学校花壇を手入れして復旧したほか、
幼小中合同運動会では区民が「頑張れ大熊」の鉢巻を着けて応援した。区民有志は「大・熊フレンズ」を結成
し幼稚園と小学校を支援している。餅つきでは各家庭で餅をついて500人分を振る舞った。毎年400本以上の
花苗を寄贈し、校舎の環境整備などの支援を続けている。

学校支援　会津若松市熊野堂地区・会津若松市大和田地区

永年勤続章　
髙倉　好文さん（51）
昭和62年4月1日の町消防団
入団以来、27年の長きにわたり
消防活動に精励。現在は分団長
として団員の指導にあたり、分
団の団結と育成に尽力してい
る。

永年勤続章
仲野　剛さん（45）
平成元年4月1日の町消防団
入団以来、25年の長きにわたり
消防活動に精励。現在、副分団
長として団員の指導にあたり、
分団の団結と育成に尽力してい
る。

善行章
吉田　信雄さん（78）
高校教師を42年務めた後、町
行政相談員として手腕を発揮
し、地域のよき相談相手となっ
ている。また、ともに百歳を越
した両親に対する心遣いは模範
的である。

功労賞
志賀　秀榮さん（73）
長年、町の農業振興に尽力し、
JAふたばの初代組合長として郡
内や県内の農業振興や農協改編
に手腕を発揮。町体育協会役員
としても活躍し、地域でもリー
ダー的役割を担った。

永年勤続章
大川原　明さん（52）
平成元年4月1日の町消防団
入団以来、25年の長きにわたり
消防活動に精励。現在は分団長
として団員の指導にあたり、分
団の団結と育成に尽力してい
る。

永年勤続章
根本　友子さん（67）
平成11年7月から15年の長き
にわたり農業委員として活躍。
平成20年7月から現在に至るま
では農業委員会長として農業行
政の進展に尽力している。
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功績をたたえて  大熊町表彰

感　謝　状

町制施行 60周年記念表彰

体育　
秋本　真吾さん（32）
高校時代に陸上競技の男子400
ｍハードルでインターハイ出場。
大学院時代に200ｍハードルの学
生最高記録を樹立。実業団時代に
はアジア最高を記録し、町民に夢
と自信を与えた。

教育行政　
石田　清宗さん（82）
平成5年10月から8年間、教育
委員（教育委員長1年）として教
育、文化、スポーツの振興など幅
広い分野にわたり、教育行政の進
展に寄与した。

教育行政　
八幡　哲由さん（71）
平成13年4月から10年間、教
育委員（教育委員長4年）として、
また長く社会教育委員・委員長と
して教育、文化、スポーツの振興
など幅広く教育行政の進展に寄与
した。

教育行政
林　理惠子さん（64）
平成13年10月から8年間、教
育委員として教育、文化、スポー
ツなど幅広い分野での教育行政
の進展に寄与。また町婦人会の
会長も務め、婦人教育活動に貢
献した。

交通指導　
赤井　光清さん（78）
震災前から富岡地区交通安全
協会大熊分会交通指導隊副隊長
として活動。震災後も町役場会
津若松出張所前で毎朝、交通整
理を行い、事故防止に力を尽く
している。

歴代議長
吉田　俊夫さん（78）
平成19年7月30日から同年
10月31日まで町議会議長とし
て、町勢進展と住民福祉の向上
に尽力し、今日の隆盛に導いた。

教育行政
松本　光清さん（66）
平成12年10月から7年間、教
育委員（教育委員長5年）とし
て教育行政の進展に寄与。県市
町村教育委員会連絡協議会双葉
支部の会長も2年務め郡内の
リーダーとして活躍した。

漁業　
田中　周助さん（84）
昭和38年から平成23年まで
町漁業協同組合員（平成12年か
らは副組合長）。鮭ふ化事業に
長く携わり、昭和62年に銀毛鮭
の遡上を成功させ、鮭を町の観
光資源に発展させた。

消防　
大熊町消防団
平成23年3月11日に発生した東日本大震災の際、
各分団の消防団員が率先して住民の誘導にあたり、迅
速な避難に貢献した。避難所の適正運営、治安維持に
もあたった。

歴代議長
石田　忠文さん（67）
平成19年11月1日から23年
11月19日まで町議会議長とし
て、町勢進展と住民福祉の向上
に尽力し、今日の隆盛に導いた。
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大熊町チーム力走
第 26回ふくしま駅伝

第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
11
月
16

日
、
白
河
市
の
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
白
河
市
総
合
運
動
公
園
）

陸
上
競
技
場
ス
タ
ー
ト
、
福
島
市
の
県
庁

前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
16
区
間
95
・
１
㎞
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
熊
町
チ
ー
ム
は
出
場

53
チ
ー
ム
中
52
位
で
し
た
が
、
各
区
の
選

手
は
あ
き
ら
め
ず
懸
命
に
走
り
、
町
民
の

声
援
に
応
え
ま
し
た
。

女
子
の
エ
ー
ス
級
が
し
の
ぎ
を
削
る

「
花
の
1
区
」
で
は
、
坂
本
ち
ほ
選
手
が

町
の
部
区
間
賞
の
快
走
を
見
せ
ま
し
た
。

2
区
の
中
野
貴
洋
選
手
と
3
区
の
中
野
怜

選
手
、
4
区
の
渡
辺
隆
弘
選
手
と
5
区
の

渡
辺
孔
輝
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
親
子
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
10
区
の
吉
田
充
芳

選
手
と
12
区
の
吉
田
好
孝
選
手
は
兄
弟
で

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
の
県
庁
前
に
は
チ
ー
ム
メ

イ
ト
や
家
族
、
武
内
敏
英
町
教
育
長
、
鈴

木
茂
副
町
長
、
町
議
ら
が
駆
け
つ
け
、
和

田
一
浩
選
手
の
到
着
を
見
守
り
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋

で
解
団
式
を
行
い
、
各
選
手
は
「
大
熊
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
出
場
し
た
い
」「
悔

し
い
結
果
だ
っ
た
の
で
、
来
年
雪
辱
し
た

い
」「
最
後
ま
で
走
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ

合
っ
て
い
ま
し
た
。

成績　6時間9分52秒（総合52位、町の部29位）
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【大熊町チーム・メンバー一覧】
区間距離 氏　　名 年齢 勤務先・学校名（学年）

監督 中野　貴洋 42 東京パワーテクノロジー（株）
コーチ 大山　博文 49 大熊中学校
コーチ 渡邉　隆弘 33 大熊町役場
 1 区（女子） 4.0km 坂本　ちほ 18 田村高校 3 年
 2 区（中学・高校又はシニア男子） 8.2km 中野　貴洋 42 東京パワーテクノロジー（株）
 3 区（中学又はシニア） 5.8km 中野　　怜 15 佐野中学校 3 年
 4 区（男子） 7.3km 渡邉　隆弘 33 大熊町役場
 5 区（高校又は中学） 6.7km 渡邉　孔輝 14 会津若松第一中学校 2 年
 6 区（男子） 8.3km 工藤　誠一 38 大熊町役場
 7 区（中学男子） 5.2km 末永　健人 15 大熊中学校 3 年
 8 区 ( 中学男子 ) 4.1km 佐藤　汰樹 13 会津若松第一中学校 2 年
 9 区（中学女子） 3.0km 向井　和奏 15 大熊中学校 3 年
10 区（男子） 9.3km 吉田　充芳 22 浪江日本ブレーキ（株）下館事業所
11 区（女子） 3.9km 中里　茜理 18 福島成蹊高校 3 年
12 区（男子） 7.0km 吉田　好孝 19 （株）クレハいわき営業所
13 区（男子） 4.8km 浅野　由樹 24 （株）関電工
14 区（中学・高校又はシニア男子） 5.7km 佐藤　一馬 15 耶麻農業高校 1 年
15 区（中学又はシニア女子） 3.4km 森山　菜々 13 信陵中学 1 年
16 区（男子） 8.4km 和田　一浩 25 保土谷化学工業（株）
補欠 前田　栞奈 14 好間中学校 2 年
補欠 佐藤　愛斗 13 大熊中学校 2 年

第 26回ふくしま駅伝

ゴール地点の福島県庁前で健闘をたたえ合った大熊町チームのメンバーら
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「戻りたい」増加
Ｑ.帰還の意向

Ｑ. 町とのつながりを保ちたいか

〈前回〉

復興庁の大熊町住民意向調査・速報版

0 20 40 60 80 100（%）

70 歳以上

60～69 歳

50～59 歳

40～49 歳

30～39 歳

29 歳以下

全体

戻りたいと考えている
（将来的な希望も含む） まだ判断がつかない 戻らないと決めている 無回答

13.3

14.6

8

9.4

10

12.7

20.4

25.9

22.3

28.5

28.5

24.8

26.9

24.1

57.9

63.1

63.2

61

63.1

58

49.6

2.9

0

0.3

1

2

2.5

6

0 20 40 60 80 100（%）

全体

そう思う わからない そう思わない 無回答

58.6 28.0 6.6 6.8

0 20 40 60 80 100（%）

全体

現時点で戻りたいと
考えている

現時点で
まだ判断がつかない

現時点で戻らないと決めている
（戻れないと考えている場合を含む）

無回答

8.6 19.8 67.1 4.5
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公営住宅（1. は除く有償）

家族のどなたかのお住まい・実家

その他

無回答

0 20 40 60 80 100（%）

19.7 44.6 16.3 9.1 2.1
1.7

1.1
1.9

1.8 1.7親戚・知人宅
持ち家（ご本人または
ご家族所有）

応急仮設住宅
（民間住宅・公営住宅などの借り上げ型、無償）

給与住宅（社宅など）

民間賃貸
住宅（有償）

応急仮設住宅
（プレハブ型・無償）

Ｑ. 現在の住居形態

Ｑ.復興公営住宅への入居希望状況

〈前回〉

〈前回〉

応急仮設住宅
（プレハブ型・無償）

公営住宅
（1. は除く有償）

民間賃貸
住宅（有償）

給与住宅
（社宅など）

家族のどなたかの
お住まい・実家

その他 無回答

0 20 40 60 80 100（%）

15.9 34.2 16.0 24.1

3.8 1.5
0.5 1.2

1.7
1.2親戚・知人宅

持ち家（ご本人
またはご家族所有）

応急仮設住宅
（民間住宅・公営住宅
などの借り上げ型、無償）

すでに当選または
入居が決定している 無回答

0 20 40 60 80 100（%）

全体
2.2 11.9 18.5 2.561.6

入居の申込み中である
今後、入居申込みしたい

現時点では判断できない
入居を希望しない

3.3

入居を希望する 現時点では判断できない 無回答

0 20 40 60 80 100（%）

17.5 33.0 48.0 1.5

入居を希望しない

復
興
庁
と
県
、
大
熊
町
が
今
年
9
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
実
施
し
た
住
民
意
向
調
査
の
速
報
版
が
11
月
14

日
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
帰
還
意
向
に
関
す
る
質
問
で

「
戻
り
た
い
」
と
回
答
し
た
方
の
割
合
は
13
・
3
％
で
、

昨
年
10
月
の
前
回
調
査
に
比
べ
て
わ
ず
か
な
が
ら
増
え

ま
し
た
。「
戻
り
た
い
」
は
前
回
調
査
で
8
・
6
％
で

し
た
が
、今
回
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。「
判

断
が
つ
か
な
い
」
も
6
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
の
25
・
９
％
、

一
方
で
「
戻
ら
な
い
」
は
9
・
2
ポ
イ
ン
ト
減
っ
て

57
・
９
％
で
し
た
。

「
判
断
が
つ
か
な
い
」「
戻
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
方

た
ち
に
町
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
た
い
か
尋
ね
た
質
問

で
は
、
半
数
以
上
の
58
・
6
％
が
「
そ
う
思
う
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

現
在
の
住
居
形
態
は
「
持
ち
家
」
が
24
・
1
％
で
4

分
の
1
近
く
に
上
り
、
前
回
の
9
・
1
％
か
ら
大
幅
に

増
加
。
生
活
再
建
へ
の
礎
を
築
き
つ
つ
あ
る
方
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
復
興
公

営
住
宅
に
関
す
る
質
問
で
、
入
居
を
希
望
ま
た
は
入
居

が
決
ま
っ
て
い
る
人
は
合
わ
せ
て
17
・
4
％
で
、
前
回

と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
結
果
で
し
た
。

今
回
の
速
報
版
は
、
次
回
広
報
お
お
く
ま
12
月
15
日

号
お
知
ら
せ
版
に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
調
査
の
概
要
】

　

調
査
対
象
：
世
帯
の
代
表
者
（
５
３
５
３
世
帯
）

　

調
査
時
期
：
平
成
26
年
9
月
19
日
～
10
月
3
日

　

調
査
方
法
：
郵
送
配
布
、
郵
送
回
収

　

回
答
者
数
：
２
８
２
５
世
帯
（
回
収
率
52
・
8
％
）
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大
熊
町
は
双
葉
町
と
と
も
に

10
月
23
日
、
中
間
貯
蔵
施
設
の

候
補
地
と
な
っ
て
い
る
地
権
者

に
十
分
な
説
明
を
す
る
よ
う
求

め
る
申
し
入
れ
を
、
国
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。
９
～
10
月
の

用
地
説
明
会
で
は
地
権
者
か
ら

多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
参

加
者
も
全
地
権
者
の
半
数
に
満

た
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

申
し
入
れ
は
望
月
義
夫
環
境
大

臣
宛
で
、
郡
山
市
の
福
島
環
境

再
生
事
務
所
県
中
・
県
南
支
所

で
、
渡
辺
利
綱
町
長
と
伊
澤
史

朗
双
葉
町
長
が
小
里
泰
弘
環
境

副
大
臣
に
申
し
入
れ
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

町
の
第
2
次
復
興
計
画
の
策

定
に
向
け
た
第
5
回
検
討
委
員

会
は
11
月
14
日
、
町
役
場
会
津

若
松
出
張
所
で
開
か
れ
、
中
間

報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。
中
間

報
告
は
避
難
先
で
の
暮
ら
し
の

快
適
性
向
上
、
町
民
同
士
の
き

ず
な
づ
く
り
な
ど
6
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
、
町
の
あ
る

べ
き
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
12
月
15
日
号
の
広

報
お
お
く
ま
に
同
封
し
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
方

針
で
す
。
そ
の
後
、
来
年
2
月

の
次
回
委
員
会
で
最
終
案
を
ま

と
め
る
予
定
で
す
。

復
興
庁
の
有
識
者
会
議
、
復

興
推
進
委
員
会
は
10
月
28
日
、

大
熊
町
が
現
地
復
興
拠
点
と
位

置
付
け
て
い
る
町
内
の
大
川
原

地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。
訪
れ

た
の
は
伊
藤
元
重
委
員
長
ら
７

人
で
、
町
の
拠
点
整
備
構
想
に

つ
い
て
渡
辺
利
綱
町
長
や
町
幹

部
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
福
島
第
一
原
発
の

廃
炉
過
程
を
視
察
す
る
人
の
た

め
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
整
備
を

提
案
す
る
声
な
ど
が
挙
が
り
ま

し
た
。
伊
藤
委
員
長
は
「
こ
う

し
た
計
画
が
一
歩
ず
つ
進
む
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

中間貯蔵施設で環境省に申し入れ

第２次復興計画の中間報告まとまる

復興推進委員会が大川原を視察

申し入れ書を手渡す渡辺、伊沢両町長（右）

中間報告をまとめた第5回委員会

復興拠点について説明を受ける委員ら

完成間近な古川町団地

県
が
会
津
若
松
市
に
整
備
し

て
い
る
復
興
公
営
住
宅
「
古
川

町
団
地
」
の
進
ち
ょ
く
説
明
会

は
11
月
7
日
、
現
地
で
開
か
れ

ま
し
た
。
同
団
地
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
4
階
建
て
で
、

12
月
上
旬
の
完
成
、
同
月
中
旬

の
入
居
開
始
予
定
で
す
。
説
明

会
で
は
県
担
当
者
が
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

と
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
部
屋
を
町
関
係

者
や
報
道
関
係
者
に
説
明
し
ま

し
た
。
同
団
地
は
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に

2
戸
の
空
き
が
あ
り
、
県
復
興

公
営
住
宅
入
居
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
（
５
２
２
）
３
３
２

０
で
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

復興公営住宅の進ちょくを説明
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まちの話題 Town Topics

ふるさとまつりinいわき、大にぎわい

ドナルド・キーン氏の図書寄贈

ミニ文化展、多彩な力作を披露

大
熊
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in

い
わ
き
は
11
月
8
日
、
い
わ
き

市
の
町
役
場
い
わ
き
出
張
所
東

側
駐
車
場
で
開
か
れ
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
や
歌
手
田
川
寿
美

さ
ん
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
歌
謡

シ
ョ
ー
、
熊
川
稚
児
鹿
舞
な
ど

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。コ
ー

ラ
の
早
飲
み
大
会
も
開
か
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
軽

食
の
屋
台
が
立
ち
並
び
、
訪
れ

た
人
が
買
い
求
め
ま
し
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
い
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
文
学
研
究
者
で
新
潟
県

柏
崎
市
の
名
誉
市
民
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
氏
を
顕
彰
す
る
ブ
ル
ボ

ン
吉
田
記
念
財
団
が
、
キ
ー
ン

氏
の
著
書
と
推
薦
図
書
合
計
14

冊
を
大
熊
町
に
寄
贈
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
被
災
町
の
た
め

に
と
、
キ
ー
ン
氏
本
人
か
ら
申

し
出
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
同

財
団
理
事
長
で
ブ
ル
ボ
ン
社
長

の
吉
田
康
さ
ん
と
妻
で
理
事
の

真
理
さ
ん
が
11
月
12
日
、
目
録

と
キ
ー
ン
氏
自
筆
の
色
紙
を
持

参
し
て
町
役
場
会
津
若
松
出
張

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
図
書
は
中

学
校
の
図
書
室
に
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
熊
町
ミ
ニ
文
化
展
は
11
月

１
、
２
の
両
日
、
町
役
場
会
津

若
松
出
張
所
で
開
か
れ
、
町
民

が
多
彩
な
力
作
を
披
露
し
ま
し

た
。
昨
年
、
震
災
後
初
め
て
開

催
し
、
今
年
で
２
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
町
民
が
婦
人
会
な
ど

所
属
団
体
や
個
人
で
製
作
し
た

手
芸
品
、
絵
画
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。
幼
稚
園
や
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
だ

書
道
作
品
や
絵
画
な
ど
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
８
日
に
は
町
役

場
い
わ
き
出
張
所
に
会
場
を
移

し
て
展
示
し
、
町
民
が
気
軽
に

訪
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

目録を手渡した吉田理事長（左）と真理理事（右）

展示された町民の力作

「
お
お
く
ま
交
流
会
＆
懇
親

会
in
松
戸
」
は
11
月
15
日
、
千

葉
県
松
戸
市
の
交
流
サ
ロ
ン
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
で
開
か
れ
ま
し

た
。松
戸
・
東
北
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
主
催
に
よ
る
初
開
催
で
、

15
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
会
場
は
懐
か
し
い

再
会
に
近
況
を
語
り
合
う
声
や

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
昼
食
に
は
埼
玉
県
東
松

山
市
に
避
難
す
る
吉
岡
和
男
さ

ん
が
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
け

ん
ち
ん
汁
、
千
葉
県
香
取
市
に

避
難
す
る
関
本
信
行
さ
ん
が

作
っ
た
梨
ジ
ャ
ム
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

町民ゆかりの食材で昼食を楽しむ参加者

松戸で交流会＆懇親会

多彩なイベントやコーナーが設けられた会場
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まちの話題Town Topics

熊
町
小
、
大
野
小
合
同
の
マ

ラ
ソ
ン
記
録
会
は
10
月
29
日
、

会
津
若
松
市
河
東
町
の
町
立
小

学
校
周
辺
の
道
路
で
開
か
れ
ま

し
た
。
１
・
２
年
生
は
８
０
０

ｍ
、
３
・
４
年
生
は
１
２
０
０

ｍ
、
５
・
６
年
生
は
１
６
０
０

ｍ
で
、
学
年
別
に
走
り
ま
し
た
。

冷
た
い
北
風
が
吹
き
つ
け
る
中
、

児
童
は
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
中
を

走
る
コ
ー
ス
か
ら
児
童
が
戻
っ

て
く
る
と
、
保
護
者
や
上
級
生
、

下
級
生
が
し
き
り
に
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

大
熊
幼
稚
園
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
は
10
月
24
日
、
会

津
若
松
市
河
東
町
の
同
幼
稚
園

で
開
か
れ
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
に

親
子
で
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主
催
で
、
園
児
27
人

と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
し
っ
ぽ
と
り
あ
そ
び
」「
み
ん

な
で
オ
セ
ロ
」「
親
子
キ
ャ
タ

ピ
ラ
ー
リ
レ
ー
」
な
ど
、
親
子

で
取
り
組
め
る
７
種
目
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
前
日
の
雨
の
影

響
で
、
屋
外
の
駐
車
場
で
は
な

く
遊
戯
室
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
園
児
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

元気よくスタートする児童

元気いっぱいだった園児

全校演奏を披露する生徒

焼いもをおいしそうに食べる子どもたち

大
熊
中
の
文
化
祭「
柏
陽
祭
」

は
10
月
25
日
、
会
津
若
松
市
の

会
津
大
短
期
大
学
部
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
笛
や
琴
を

使
っ
た
全
校
生
に
よ
る
和
楽
器

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
学
年
別
の
合

唱
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
会

場
に
美
術
作
品
や
学
習
旅
行
の

記
録
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
３

年
生
は
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
取
り
戻
す
た
め
に
」
の
テ
ー

マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
た
ま
と

め
を
披
露
。
海
外
に
大
熊
町
を

知
っ
て
も
ら
う
方
法
、
汚
染
廃

棄
物
の
最
終
処
分
の
方
法
な
ど

に
関
す
る
提
言
が
、
訪
れ
た
人

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
仲
間
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
フ
レ
ン
ド
リ
ー

教
室
の
野
外
事
業
は
10
月
25

日
、
会
津
若
松
市
の
背
あ
ぶ
り

山
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
か
れ
、
秋

晴
れ
の
下
で
焼
い
も
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。
5
月
の
活
動
で

植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
、
埼
玉

県
三
芳
町
か
ら
い
た
だ
い
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

包
み
、
ド
ラ
ム
缶
オ
ー
ブ
ン
で

焼
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

ホ
ク
ホ
ク
の
焼
い
も
を
頬
張
り

ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
近

く
の
広
場
で
遊
ん
だ
り
、
市
内

の
眺
め
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い

ま
し
た
。

北風にも負けず児童が力走

幼稚園でレクリエーション大会

大熊中で柏陽祭、学習成果を発表

青空の下、焼いも頬張り笑顔
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まちの話題 Town Topics

出来栄えに満足、男の料理

長岡市の小学生が仮設で交流

交流事業でブナ林散策を満喫

町
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
の
シ

ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
「
男
の
料

理
教
室
」
は
11
月
6
日
、
会
津

若
松
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

開
か
れ
ま
し
た
。
60
歳
～
70
歳

代
の
男
性
5
人
が
参
加
し
、
サ

ン
マ
の
ポ
ー
ポ
ー
焼
き
、
オ
ク

ラ
と
ヒ
ジ
キ
の
混
ぜ
ご
飯
な
ど

3
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
栄
養
士
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
サ
ン
マ
の
3
枚
下
ろ
し

に
も
初
挑
戦
し
ま
し
た
。
真
剣

に
取
り
組
ん
だ
料
理
の
出
来
栄

え
は
上
々
だ
っ
た
よ
う
で
、
試

食
の
時
間
に
は
、
参
加
者
の
間

に
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
潟
県
長
岡
市
の
中
之
島
中

央
小
６
年
生
が
10
月
30
日
、
会

津
若
松
市
の
一
箕
町
長
原
地
区

仮
設
住
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。
新

潟
県
中
越
地
震
を
経
験
し
た
市

と
し
て
復
興
に
向
け
て
励
ま
し

合
い
た
い
と
、
昨
年
に
続
き
２

度
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
は
廣
島
公
治
町
議
か
ら
避

難
状
況
や
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず

つ
回
り
、地
元
の
特
産
品
を
使
っ

た
手
作
り
の
レ
ン
コ
ン
ス
ナ
ッ

ク
と
米
粉
ク
ッ
キ
ー
を
住
民
に

配
り
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

県
会
津
農
林
事
務
所
主
催
の

第
2
回
奥
会
津
と
浜
の
只
見
線

沿
線
交
流
事
業
は
10
月
28
日
催

さ
れ
、
ブ
ナ
林
散
策
と
薬
用
人

参
風
呂
を
体
験
し
ま
し
た
。
会

津
に
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

会
津
の
自
然
や
食
文
化
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
は
大
熊
、
楢
葉
の
両
町
民
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
金
山
町

の
松
坂
峠
で
紅
葉
が
見
ご
ろ
を

迎
え
た
ブ
ナ
林
を
1
時
間
半
ほ

ど
散
策
し
、
参
加
者
は
景
色
を

楽
し
み
ま
し
た
。
会
津
美
里
町

の
新
鶴
温
泉
で
は
薬
用
人
参
風

呂
に
入
浴
し
、
疲
れ
を
い
や
し

ま
し
た
。

真剣な表情で料理に取り組む参加者

プレゼントを配って喜ばれた児童

ブナ林散策を楽しんだ参加者

大
熊
町
と
福
島
大
が
町
内
の

帰
還
困
難
区
域
で
試
験
栽
培
し

た
野
菜
の
収
穫
が
10
月
23
日
、

現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０

１
２
年
か
ら
下
野
上
地
区
の
畑

で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
サ

ツ
マ
イ
モ
、
白
菜
、
大
根
、
ナ
ス
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
栽
培
し
ま
し

た
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
似
た

性
質
を
持
つ
カ
リ
ウ
ム
を
土
に

混
ぜ
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
競

合
さ
せ
て
放
射
性
物
質
の
吸
収

を
抑
え
る
効
果
を
検
証
し
て
い

ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
福
島

大
で
分
析
し
、
結
果
を
公
表
す

る
予
定
で
す
。

試験栽培した野菜を収穫する関係者

帰還困難区域で栽培の野菜を収穫



第 20 号

14

東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避
難を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に
分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状
況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどの
ような想いを抱いているのか、直接避難先へ訪
問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載さ
せていただいています。
「KIZUNAおおくまふれあい通信」を通して届
けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」
と皆さまを「絆〜きずな〜」でつないでいくこ
とができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避
難先を訪問し、インタビュー取材をさせてい
ただいています。

※掲載する文章は、インタビューした内容をも
とに記者が作成しますので、インタビューを
お受けいただいた方が文章を作成する手間は
ございません。

保育所で餅つき

移動図書館車

防犯パトロール

　KIZUNAおおくまふれあい通信では、避難されている皆

さまへ想いを伝えていただける方を募集しています。避

難先での活動や避難生活で感じていることなど、あなた

の想いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方な

らどなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。

「KIZUNAおおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場会津若松出張所総務課秘書広聴係

電 話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093

E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応
募
先
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I N F O M A T I O N

平
成
27
年
1
月
7
日
（
水
）
の

29
日
間

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

知
ら
せ
よ
う　

早
め
の
ラ
イ
ト

　

あ
な
た
か
ら

◆
運
動
の
基
本

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
重
点
事
項

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
（
特
に
反
射
材
用
品
等
の

着
用
推
進
）

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
徹
底

・
飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶

◆
電
話
番
号

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採
択

日
）
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日

と
す
る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、こ
の
日
を
中
心
と
し
て
、

積
極
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
及

び
福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で

を
「
第
66
回
人
権
週
間
」
と
し
、

積
極
的
な
啓
発
活
動
お
よ
び
相
談

活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

下
記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

◆
期
間

　

平
成
26
年
12
月
4
日
（
木
）

か
ら
同
月
10
日
（
水
）
ま
で

※
土
日
は
除
く

◆
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

県
で
は
例
年
、
８
月
に
個
人
事

業
税
の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
原
則
と
し
て
大

毎
年
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
、
歩
行
者
の
死
亡
事
故

が
増
加
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

◆
期
間

平
成
26
年
12
月
10
日
（
水
）
～

人
権
相
談

福
島
県
か
ら

交
通
安
全

第
66
回
人
権
週
間
に

つ
い
て

個
人
事
業
税
の
課
税

時
期
の
変
更
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
交
通
事

故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
先

熊
町
に
住
所
を
有
す
る
方
へ
の
今

年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
所
得
税

の
申
告
期
限
延
長
措
置
終
了
に
伴

い
、
12
月
12
日
に
お
送
り
す
る
予

定
で
す
。

納
期
限
は
、
第
一
期
分
が
平
成

27
年
１
月
５
日
、
第
二
期
分
が
平

成
27
年
３
月
31
日
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
複
数
年
分
の
所
得
を
申

告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告
年
数
分

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

減
免
制
度
な
ど
、
詳
し
く
は
県

税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。相

双
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
第
一
チ
ー
ム

☎
０
２
４
４
（
26
）
１
１
２
６

お
問
い
合
わ
せ
先

【お問い合わせ先】
橘　弘美　☎ 090-5352-0279

寿蘭会舞踊おさらい会
～新名取披露会～

藤咲流日本舞踊・歌謡舞踊

平成 26 年 12 月 7 日（日）
　開 場　午前 11 時
　開 演　午前 11 時 30 分
東山温泉　庄助の宿　瀧の湯

（会津若松市）
無　料

（軽食と記念品を用意しています）

日　時

会　場

入場料

福島県復興公営住宅定期募集
のお知らせ

　第1期募集の復興公営住宅（５２８戸）のうち、
入居可能な住宅について、次のとおり定期募集
を行います。
○申込締切
平成２６年１２月１１日（木）（現在受付中）
※当日消印有効

○お申し込みいただける住戸
所在地 団地名 棟　名 間取り 住宅の種類 募集戸数

会津若松市
古川町 １号棟 ３LDK 一般住宅 １
年貢町 ３号棟 2LDK 一般住宅 １

郡 山 市 東　原 １号棟 2LDK 優先住宅 ３

○その他
応募が募集戸数以上になった場合は抽選を行
います。

○入居申込書の請求先、問合せ先、申込書の
　送付先
福島県復興公営住宅入居支援センター
〒960-8043	福島市中町８-２
	福島県自治会館６階
☎０２４-５２２-３３２０
受付時間 :８：３０〜１７：１５
　　　　　（土日、祝日を除く）
ＨＰ　http://www.npo-junkan.jp/fukkou/
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お 知 ら せ

双葉消防本部からのお知らせ
今年も残すところあと１ヶ月となりました。寒さが厳しくなり、鍋料理を食べる機
会も増えてきます。今回はカセットコンロの注意点を紹介します。取扱に注意し、今
年１年を締めくくりましょう！！

◇下記のような使い方は、コンロ本体に熱が伝り、ボンベの
爆発やテーブルの破損、事故の原因となります。絶対に
しないで下さい。

☆カセットコンロをおおうような大きな調理器具は使用しない
で下さい。

☆カセットコンロを２台以上並べて使用しないで下さい。
☆炭の火おこしは危険です。

☆ボンベを振ってシャカシャカ音がしたら、まだガス
が残っています。完全に使い切って捨てましょう。

☆ガスが残ったまま捨ててしまうと、収集車内で火災
の原因になります。ガス抜きをして、正しい方法で
捨てましょう。

火事と救急は119番
＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署　0240-38-2119
◇富岡消防署　0240-25-2119

カセットボンベは必ず使い切って捨てましょう！

【平成26年度全国統一防火標語】

もういいかい　
　火を消すまでは　まあだだよ

今年も齋
さいとう

藤紅
く み

美さんより、クマのぬいぐるみを５体いただきました（平成23年度より毎
年いただいています）。2014年の刺繍（ししゅう）が入った素敵なぬいぐるみです。今年生
まれたお子さまに誕生記念としてプレゼントします。下記にご応募ください。なお、応募者
多数の場合は抽選とし、当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

 応募期間 　12月1日（月）〜12月12日（金）
 応募資格 　平成26年１月１日〜平成26年12月12日生まれで、
　　　　　		大熊町に住民登録している方

【応募・お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　福祉課

ぬいぐるみをプレゼントします



　保健だより

20

予防接種のお知らせ

高齢者肺炎球菌の予防接種について

予防接種はワクチンを接種することで免疫をつけ、お子さんを病気から守りま

す。体調の良いときにお早めに接種しましょう。

接種対象時期が過ぎてしまうと費用が自己負担となりますので、ご注意ください。

また冬場は、いろいろな感染症が流行します。手洗い、うがい、人ごみに出ると

きはマスクを着用するなどの予防にも努めましょう。

◆麻しん・風しん混合ワクチン
対象年齢 接種期間

1 期 1 歳以上 2 歳未満 1 歳の誕生日の前日から
2 歳の誕生日の前々日まで

2 期 幼稚園年長児に相当する年齢 平成 27 年 3 月 31 日まで

◆二種混合ワクチン（破傷風・ジフテリア）
対象年齢 接種期間

11 歳以上 13 歳未満
（小学 6 年に相当する年齢） 平成 27 年 3 月 31 日まで

◆地区別接種方法
県　　内 大熊町の予診票を使って接種してください。
県　　外 避難先の自治体の予診票を使って接種してください。

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　保健センター
☎ 0120 － 26 － 3844

予防接種はお
済みですか？

10月1日より定期接種になりました高齢者肺炎球菌の予防接種ですが、対象者

以外の任意接種を助成する予定です。すでに接種された方は、領収書と予診票の

コピーを保管しておいてください。詳しくは次号の広報でお知らせします。

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　保健センター
☎ 0120 － 26 － 3844
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会津の寒い冬は、美味しいお菓子と和菓子を食べなが

ら、民話を聞きませんか？大人も子どもも、民話の世界

へ引き込まれること間違いなし。

めっきり寒くなってまいりましたが、お元気でお過ごしでしょうか。

今回は、免疫力アップの献立です。おいしく食べて､寒い季節を乗り切りましょう。

ご参加をお待ちしております。

お問い合わせ／お申し込み先：大熊町保健センター
☎ 0120 － 26 － 3844

12月19日（金）　午前10時～正午 

会津若松市勤労青少年ホーム

65歳以上の大熊町民の男性

実費（300円程度）

エプロン・三角巾

12月15日（月）まで、電話でお申し込みください。

日　時

日　時

場　所

対　象

参加費

持参物

申込み

場　所

参加費

申込先

12月16日（火）午前10時30分～正午

交流ステーション・コミュニティ結

（会津若松市馬場町1-18）

無　　料

コミュニティ結.com　

☎0242-85-8444

「シルバークッキング」のご案内



【お申し込み・お問い合わせ先】
大熊町役場いわき出張所　
保健師／花房敬子・市岡美奈
☎0120－26－5671

親子でお弁当作り子育てひろば

いわき出張所

各種催しのご案内

12月10日(水)
親子ヨガ
午前9時30分～正午
（親子ヨガ：午前10時30分

～11時30分）
バスタオル、水分
いわき出張所　2階
未就学児とその親
（祖父母も大歓迎）
不要

日にち 日にち

時　間
時　間

会　場

対　象

内　容

内　容
定　員場　所

持ち物

持ち物対　象

申込み
申込み

12月18日(木）　午前10時～正午（受付午前９時45分～）
　　　　　　 　中央台公民館　会議室（中央台飯野４丁目５－１）
12月19日(金）　午前10時～正午（受付午前９時45分～）
　　　　　　　 いわき出張所２階　(好間工業団地１－43）
○医師の個別相談(要予約）
○県民健康調査　基本調査票の記入相談コーナー
　(提出の確認やその場で簡単に記入もできます）
医師の個別相談は要予約　
電話にて受付

日　程

内　容

申込み

12月27日(土）　
午前10時～午後０時30分
いわき出張所2階
(好間工業団地1－43）
小学生～中学生とその保護者
キッチンカーによる調理実習
10組
エプロン、三角巾、お弁当箱
（熱湯消毒できる）
電話にて
受付

動きやすい服装で
来てください

総合健診の結果で気になる事はありませんか？
医師が相談にのります。

総合健診結果相談会　＆　県民健康管理ファイル説明会
　　～未来のために自分の健康を記録する～

　保健だより
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町民掲示板

◆日　時　12月16日㈫ 午前10時～正午
◆会　場　一箕町長原地区仮設住宅集会

所（会津若松市）
◆内　容　造花を使ったフラワーアレン

ジメント
◆準備物　はさみ
◆費　用　1,500円
◆定　員　20人

大熊町のママさんサークル
ママだってやってみ隊！

～次回イベントご案内～

【お申し込み・お問い合わせ先】
090-6259-7933（阿部）

※平日午前10時～午後４時受付

◆日　時　12月18日（木）10：00～
「虹を架けよう～福島バージョン～」をみんなで
歌おう！浪江町の支援員さん指導のもと、みん
なで歌います。ポットラックパーティー（一品持
ち寄り）をします。懐かしい福島の郷土料理、
ご自慢の料理、忙しかったので果物…何でもあ
りありです。

◆場　所　川口市立やすらぎ会館（川口市南
鳩ヶ谷6－8－16）

【お問い合わせ】
ひまわりの会 ☎080-5431-0123（島田）

◆日　時　平成26年12月20日㈯
　　　　　9：30～12：00 
◆場　所　社団法人茨城県産業会館

(水戸市桜川2－2－35)
◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用くだ

さい
◆内　容　懇談会および懇親会

大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内

12月の定例会は次の通り開催します。

【お問い合わせ】
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ埼玉県へ避難している皆さんへ

輪になろう！ ふみ出そう！

ひまわりサロン

◆申込締切　
　12月12日㈮
　午後４時

あつまっかおおくま交流会を開催します（柏崎市）

◆日　時　12月17日㈬　 10時～15時
　　　　　※ご都合のよい時間で大丈夫です
◆場　所　大熊町役場いわき出張所
　　　　　２階調理室
◆主　催　すまいるサロン
◆持ち物　マイカップ、おにぎりなどの昼食

お茶っこ会「すまいるサロン」
を開催します

【お問い合わせ】☎080-1830-5567（小林）

いわき市内に避難している皆さん！

大熊町民であれば、どなたでもご参加いた
だけます。ご参加お待ちしてまーす

新潟県柏崎市方面に避難されている町民の皆
様のご参加をお待ちしております。

今月はクリスマス会を企画しております。

あつまっかおおくまは今年9月、設立3周年を迎え
ました。これを記念して同月19日、陶芸に挑戦しま
した。工房の先生を招き、花瓶や皿、お猪口と徳利
のセットなどを仕上げました。昼には中華料理店で
団らんし、会の設立から3
年の思い出を振り返りま
した。

【お問い合わせ先】
代表　平子恵理子　☎090-2999-6278

◆日　時　12月20日㈯　18時30分より 
◆場　所　柏崎市駅前2丁目4番32号
　　　　　蒔之鼓
◆参加費　2,000円（一人あたり）

※前回参加者の声  「懐かしい町民の方々に会えるの
が楽しみです」（K・Kさん）
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すみれ会、震災後初めて「イチゴの日」

熊１区落合１班の懇親会を開きました

熊川区古舘班の懇親会を開きました

熊１区婦人会「すみれ会」は10月15日、地元の高
齢者を招いての交流会「イチゴの日」を震災後初めて、
いわき市のかんぽの宿いわきで開きました。震災前は
毎月15日、公民館に集まって新年会や花見、クリス
マス会などを開いていました。今回、イチゴの日を担
当していた鈴木美幸さんが各地に避難しているお年寄
りに声をかけ、再び開催できることになりました。当
日は約20人が参加。久々に再会する人もおり、近況
を報告し合うなどして楽しい時間を過ごしました。

10月24日、いわき市のホテル塩屋崎で熊１区落合
１班の懇親会を開き、18人が参加しました。毎年１
月１日に集まっていましたが、東日本大震災後は初め
ての顔合わせ。皆さん待ちに待っていた様子で、懐か
しい顔ぶれと深夜まで語り合いました。各家族から現
在の住まいと今後の住居確保についての報告がありま
した。県内を離れる人もいて寂しさも感じましたが、
次の懇親会での再会を約束して散会しました。

（鈴木照重さん）

９月13日、いわき市の新舞子ハイツで熊川区古
舘班の懇親会を開きました。県内外から14世帯18
人が参加しました。昨年は都合で開催できなかった
ため、２年ぶりの開催となりました。夜遅くまで積
もる話に花が咲き、皆さん２年分楽しんでいました。
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町民掲示板

小入野行政区の交流会を開きました

鹿沼市のチームと親善ソフト

町老人クラブ連合会、芸能発表大会に出演

小入野行政区は震災後４度目となる交流会をい
わき市の湯本温泉吹の湯で開きました。年に１度
会えるのを楽しみに、県内外から43人が集まりま
した。久しぶりの再会に話は尽きることなく、夜
遅くまでにぎやかな楽しい交流会となりました。

大熊町ソフトボールクラブシニアと栃木県鹿沼市
の鹿沼北友ソフトボールクラブの親善ソフトボール
大会は10月26日、会津若松市の大川河川敷で開か
れました。鹿沼市に避難している大熊町民がメン
バーに加わっている縁で、毎年交互に訪れて試合を
しています。今回は会津若松鶴城ソフトボールクラ
ブも加わり、３チームが対戦。白球を追ってさわや
かな汗を流しました。終了後は大江戸温泉物語あい
づで懇親会を開き、交流を深めました。

大熊町老人クラブ連合会の女性有志は10月
29日、郡山市のユラックス熱海で開かれた第
18回県高齢者芸能発表大会に出演しました。
出演したのは松本妙子さんら11人。そろいの
衣装で「秋田おばこ甚句」を披露しました。
会津若松市在住の方を中心としたメンバー
は、市内の仮設住宅集会所で練習を重ね、息
の合った動きで観客を楽しませました。
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おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

佐　藤　己　義 85 歳 西 平

小　島　キヨ子 89 歳 大 野

死亡者名 年 齢 住　所
斉　藤　正　助 88 歳 西 平

佐　藤　清　春 79 歳 南 平

会　田　　　好 80 歳 清 水

2014年（平成26年）10月

○人口及び世帯
人口数 世帯数

平成23年 ３ 月11日時点 11,505 4,235

平成26年10月31日現在 10,879 3,953

増　　減 △626 △282

●避難先の状況　（平成26年９月１日現在）
福島県内の主な避難先地域

いわき地域 会津地域 県中地域
4,200人 2,099人 1,119人

福島県外の主な避難先都道府県
埼玉県 茨城県 東京都

402人 408人 310人

大熊町の避難状況

大熊町公式サイト、ブログ大熊町では新着情
報や重要なお知らせなどを随時更新しています。
ぜひご覧ください。

 大熊町公式サイト 
　http://www.town.okuma.fukushima.jp/

 ブログ大熊町 　http://blog-okuma.jugem.jp/

を ,ご利用ください !

大熊町公式サイト、
ブログ大熊町

大熊町公式サイト、
ブログ大熊町
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避
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先
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松
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学
校
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す
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、
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し
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力
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く
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と
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堂
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区
。
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な
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典
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迷
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し
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を
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す
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の
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そ
の
こ
と
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え
ま
す
。

 大熊町役場 

●会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、
健康介護課、環境対策課、生活支援課、産業建
設課、出納室、教育総務課、議会事務局）
〒965-0873	会津若松市追手町2-41
TEL：0120-26-3844（フリーダイヤル）
FAX：0242-26-3794

●いわき出張所
（生活支援係、健康介護係、復興事業課）
〒970-1144	いわき市好間工業団地1-43
TEL：0120-26-5671（フリーダイヤル）
FAX：0246-36-5672

●中通り連絡事務所
〒964-0915	二本松市金色421-10　

　　　　　　　オフィス・ウインドストリーム１F
TEL：0120-24-1013（フリーダイヤル）
FAX：0243-24-1259

●現地連絡事務所
〒979-1306	大熊町大字大川原字手の倉125

坂下ダム施設管理事務所内
TEL：0240-32-2318　FAX：0240-32-5460
※現地連絡事務所では大熊町内の防火・防犯、
一時立入者の補助業務を行っています。それ
以外の業務につきましては、会津若松出張所
またはいわき出張所、中通り連絡事務所へお
問い合わせくださいますようお願いします。

 大熊中学校 
〒965-0003	会津若松市一箕町八幡字門田9-2
TEL：0242-23-7214　FAX：0242-37-7157

 大野小学校 
〒969-3411	会津若松市河東町大田原字村中186
TEL：0242-75-2350　FAX：0242-75-2352

 熊町小学校 
〒969-3411	会津若松市河東町大田原字村中186
TEL：0242-76-1821　FAX：0242-76-1822

 大熊幼稚園 
〒969-3471	会津若松市河東町広田字塩新182
TEL：0242-75-3150　FAX：0242-76-1718

 大熊町社会福祉協議会 

●会津若松出張所
〒965-0873	会津若松市追手町2-41

（大熊町役場会津若松出張所内）
TEL：0242-29-5760　FAX：0242-29-5761

●いわき連絡所
〒970-1144	いわき市好間工業団地1-43

（大熊町役場いわき出張所内）
TEL：0246-38-8920　FAX：0246-38-8921

●大熊町関連施設お問い合わせ先●

町
長
室
か
ら

 

渡
辺
　
利
綱

縁へのお返し

●中通り連絡所
〒964-0915	二本松市金色421-10　

（大熊町役場中通り連絡事務所2階）
TEL：0243-24-1338　FAX：0243-24-1339

 大熊町商工会 
〒965-0873	会津若松市追手町2-41

（大熊町役場会津若松出張所内）
TEL：0242-29-5770　FAX：0242-29-5771
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日本赤十字社主催の大熊町地域住民交流会は11月6日、福島市の飯坂温泉ホテル聚楽で開か
れ、約150人が旧交を温めました。避難自治体の住民に震災前の交流を取り戻してもらおうと、

世界中から寄せられた救援金を活用
して催しており、大熊町民対象の交
流会は3回目となりました。日本赤
十字社福島県支部の斎藤武宜参事
監、鈴木茂副町長、渡部正勝町社
会福祉協議会長があいさつ。参加
者は旧知の仲間との再会を喜び、思
い思いに近況報告や思い出話などを
したほか、ホテル自慢のバイキング
料理やお風呂、カラオケも楽しみ、
充実した時間を過ごしました。

日赤交流会で旧交温める

歌や踊りを通じた音楽教育に取り組む米国
の非営利団体ヤングアメリカンズのワーク
ショップは11月5日から7日まで、会津若松市
の大野小・熊町小仮設校舎で行われました。
同団体が訪れるのは今年で3年目。米国から訪
れたメンバーの若者たちは、3日間にわたって
児童に創作ダンスや歌をアドバイス。児童は
音楽に合わせて楽しく体を動かし、最終日に
披露するミュージカルのパフォーマンスを完
成させていきました。最終日は大勢の保護者
や学校関係者らが見守る中、メンバーととも
にミュージカルショーを演じ切りました。

11月8、9の両日は大熊中でも、同団体によ
るワークショップが繰り広げられました。

ヤングアメリカンズ
児童が躍動のダンス

仲良く記念撮影に収まる参加者

歌やダンスに取り組んだ児童 ▼
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